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タンパク質は、⼀次配列情報に基づきユニークな固有の⽴体構造へとフォールディングし⽣

命機能を担う。⼀⽅で、タンパク質によっては、特異なフォールディングによって、アミロ

イド凝集体と呼ばれるオリゴマーや線維の凝集体を形成する。アミロイド凝集体の⾼次構造

は、⼀次配列によらず共通して β シート構造の際⽴った積み重なりを特徴とする。アミロイ

ド凝集体は細胞傷害性を呈して様々な疾患の原因となり、40 残基程度のアミノ酸から構成さ

れるアミロイド β が凝集して引き起こされるアルツハイマー病はその代表例である。アミロ

イドタンパク質の凝集を⾃在に制御できる⼿法は、アミロイド凝集体の機能の理解、あるい

はアミロイド凝集体が引き起こす疾病に対する新たな治療法の開発に繋がると考えられる。

そこで我々はこれまで、有機合成化学的な切り⼝により、アミロイドタンパク質の凝集を制

御することのできる独⾃の⽅法論の開発を⾏ってきた。今回、病原性発現に繋がるアミロイ

ドの凝集を制御することのできる⼈⼯触媒反応系の開発を中⼼に研究紹介させていただく予

定である。 
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